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発行人:中西喜代志  
編集人:後藤 茂 
会員数 956名 発行 年 3回 

パナソニック松愛会支部会報 

楽
し
み
な
が
ら
体
力
維
持
に 

取
り
組
ん
で
い
ま
す 

 

二
〇
一
二
年
度
年
次
支
部
総
会
開
催 

 

私
は
山
が
大
好
き

で
す
、
た
だ
高
い
山

の
冠
雪
情
景
を
眺
め

る
の
が
好
き
で
、
山

登
り
は
大
の
苦
手  

   

で
あ
り
ま
す
。
五
月
十
九
日

の
早
朝
に
七
十
三
歳
で
日
本

の
女
性
登
山
家
「
渡
辺
玉
枝

様
」
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
８
８
４

８
ｍ
）
の
登
頂
に
成
功
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。 

 

快
挙
で
あ
り
ま
す
！
も
ち

ろ
ん
成
功
の
陰
に
は
ご
本
人

の
日
頃
の
心
・
技
・
体
の
鍛

錬
と
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
な

サ
ポ
ー
タ
ー
の
力
が
あ
っ
て

の
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
同
年
代
の

私
達
に
大
き
な
勇
気
と
希
望

を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。 

本
年
は
松
愛
会
設
立
四
十

周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま

す
が
、
全
員
活
動
と
し
て
「
ま

八
坂
神
社 

中西支部長 

皆さんお元気ですか 
６
月
２
日
、
松
心
会
館
に

お
い
て
年
次
支
部
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

参
加
者
は
昨
年
を
や
や
下

回
り
１
４
９
名
で
来
賓
に
佐

藤
副
会
長
、
松
本
市
会
議
員

を
お
迎
え
し
、
中
西
支
部
長

の
挨
拶
の
後
、
来
賓
の
挨
拶

を
受
け
ま
し
た
。
佐
藤
副
会

長
か
ら
松
愛
会
４０
周
年
事

業
の
内
容
と
新
体
制
に
つ
い

て
又
、
松
本
議
員
か
ら
寝
屋

川
市
の
現
況
と
挨
拶
の
後
、

総
会
に
入
り
ま
し
た
。  

最
初
に
中
西
支
部
長
か
ら

寝屋川便り (1)   第 33号   発行日 2012年 7月 1日 

寝屋川駅すぐ、八坂神社 

新
地
区
委
員
紹
介
・は
じ
め
ま
し
て 

 
 

昭
和
30
年
2
月
生
ま
れ
、

寝
屋
川
に
居
住
。
昭
和
48

年
、
録
音
機
に
入
社
し
、
オ

ー
デ
ィ
オ
、
ビ
デ
オ
、

DVD
、

BD
レ
コ
ー
ダ
の
生
産
に
従

事
。
2011
年
12
月
で
退
職
。
趣

味
は
、
写
真
撮
影
、
車
、
パ

ソ
コ
ン
。
現
在
、
夏
に
富
士

山
に
向
け
体
力
作
り
中
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

1951
年
和
歌
山
生
ま
れ
。
高

野
山
の
麓
で
育
ち
1988
年
松

下
に
入
社
、
当
初
、
半
導
体

研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
、
以

後
半
導
体
関
係
を
転
々
と

し
、
2011
年
に
定
年
退
職
し
ま

し
た
。
趣
味
は
、
山
野
散
策

や
野
菜
作
り
、
囲
碁
そ
し
て

高
校
野
球
観
戦
（
甲
子
園
）

で
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
で
す 

 

       

る
ご
と
爽
健
」
を
合
言
葉
に

会
員
の
皆
様
が
爽
や
か
で
意

義
あ
る
人
生
実
現
の
基
礎
と

な
る
健
康
づ
く
り
と
、
社
会

に
役
立
ち
地
域
に
密
着
し
た

健
康
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。 

 
 
 

 

皆
様
の
積
極
的
な
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。 

全
国
総
会
の
報
告
並
び
に
支

部
の
『
二
〇
一
一
年
度
活
動

実
績
』
を
、
次
に
『
二
〇
一

二
年
度
基
本
方
針
と
行
動
計

画
』
に
つ
い
て
想
い
を
こ
め

て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

柳
生
副
支
部
長
か
ら
は

『
二
〇
一
一
年
度
収
支
報
告

と
二
〇
一
二
年
度
予
算
』
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。  

次
に
役
員
改
選
で
は
柳
生

副
支
部
長
、
嶋
田
、
小
山
各

地
区
委
員
の
３
氏
が
退
任
さ

れ
、
新
任
と
し
て
山
元
副
支

部
長
、
北
口
、
船
越
、
小
川

各
地
区
委
員
４
氏
が
就
任
さ

れ
た
。
挨
拶
の
後
、
質
疑
応

答
を
経
て
全
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
本
年
度
は

特
別
講
演
と
し
て
「
相
続
税

改
正
点
と
対
策
案
」
の
テ
ー

マ
で
パ
ナ
ホ
ー
ム
の
大
横
昌

司
様
か
ら
こ
れ
か
ら
の
私
達

が
直
面
し
ま
す
課
題
に
つ
い

て
解
り
易
く
ご
講
演
を
頂
き

ま
し
た
。
第
二
部
は
夕
食
懇

談
会
で
会
員
相
互
の
近
況
を

語
り
合
い
、
和
や
か
な
内
に

無
事
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。
ご
参
加
の
皆
様
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 
 

 

 
 

松
愛
会
寝
屋
川
支
部
会
員

の
皆
様
、
こ
の
度
支
部
の
副

支
部
長
の
重
責
を
担
当
さ
せ

て
頂
く
事
に
成
り
ま
し
た
９

班
地
区
委
員
の
山
元
で
す
。

併
せ
て
支
部
全
体
の
会
計
と

９
班
の
地
区
委
員
を
担
当
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
十
分
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
昨
年
１

年
間
地
区
委
員
活
動
で
培
っ

て
参
り
ま
し
た
活
動
の
基
本

で
有
り
ま
す
友
愛
・
親
睦
・

貢
献
を
基
本
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
。
又
、
今
年
度
は
多

く
の
会
員
の
皆
様
方
が
参
加

し
易
い
行
事
つ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。 

 新副支部長 

山元隆司さん 

 

4班 

北口喜之さん 

6班 

船越久士さん 

 

方針発表の中西支部長 

退任される３氏 

総会参加の皆様 
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出
生
は
長
崎
、
出
身
は
三

重
県
伊
勢
市
で
す
。
入
社
は

ス
テ
レ
オ
事
業
部
オ
ー
デ
ィ

オ
工
場
で
し
た
。
2011
年
12
月

で
退
職
。
趣
味
は
パ
ソ
コ
ン
、

楽
器
演
奏
、
特
に
弦
楽
器
。

目
下
就
活
中
。
冗
談
、
い
た

ず
ら
好
き
な
一
面
を
持
っ
て

い
ま
す
。
英
語
も
そ
こ
そ
こ

で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

は
じ
め
ま
し
て 

伊
坪
さ
ん
は
長
野
県
出
身

で
20
年
前
に
枚
方
市
か
ら
、

寝
屋
川
市
香
里
本
通
り
町
に

転
居
を
さ
れ
た
。
Ｄ
社
を
10

年
前
に
退
職
さ
れ
マ
ジ
ッ
ク

同
好
会
が
活
動
開
始
と
ほ
ぼ

同
じ
く
夫
婦
で
参
加
を
開
始

現
在
ま
で
継
続
を
し
て
い

る
。
松
愛
会
会
員
外
で
は
あ

る
が
、
同
好
会
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
る
。 

 

今
回
の
表
彰
は
コ
ミ
セ
ン

祭
り
へ
の
多
数
回
に
わ
た
る

出
演
や
、
地
域
の
子
供
た
ち

へ
の
マ
ジ
ッ
ク
の
普
及
、
老

人
会
へ
の
慰
問
な
ど
、
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
出
演
回
数

や
地
域
へ
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
表
彰
で
あ

る
。
活
動
範
囲
は
近
畿
圏
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東
京
や

九
州
と
幅
広
い
範
囲
を
年
間

25
回
以
上
、
参
加
者
八
〇
〇

人
を
超
え
る
規
模
で
あ
り
活

動
の
広
さ
に
驚
い
た
。 

町
を
歩
く
と
子
供
た
ち
に

「
マ
ジ
ッ
ク
の
お
じ
さ
ん
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
か
わ
い

い
弟
子
た
ち
の
人
気
者
で
あ

る
。
ま
た
見
知
ら
ぬ
老
人
か

ら
「
先
日
は
結
構
な
も
の
を

見
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
と
の

事
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

し
っ
か
り
と
地
域
に
根
付
い

た
活
動
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

た
。
こ
の
よ
う
に
マ
ジ
ッ
ク

を
通
じ
学
ん
だ
技
を
社
会
貢

献
に
生
か
し
、
寝
屋
川
支
部

同
好
会
活
動
を
広
く
社
会
に

認
め
て
い
た
だ
け
る
活
動
を

継
続
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
多
忙
な
毎
日

で
あ
る
が
、
マ
ジ
ッ
ク
同
好

会
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
、
も

し
参
加
を
し
て
い
な
か
っ
た

ら
、
何
を
し
て
い
た
か
と
思

う
く
ら
い
時
間
を
有
効
活
用

で
き
、
生
き
甲
斐
と
な
っ
て

い
る
と
語
っ
て
頂
い
た
。 

  

寝屋川便り (2)  第 33号   発行日 2012年 7月 1日 

基幹及び定例行事予定 

◆第 50回友呂岐会 

◆萱島駅前清掃 

◆第 127回史跡巡り 

◆レクリエーション 

◆第 128回史跡巡り 

◆東寝屋川駅前清掃 

 

 ８月 30 日（木） 

 ９月 2日（日）  

 ９月 27 日（木） 

10月 25日（木） 

11月 22日（木） 

12月 2日（日） 

 

 

◆美化ボランティア 10月 1日(月) 午前 9時  

公 園 名 担当班 集 合 場 所 

国松公園 
萱島東緑路公園 
池田けやき公園 
池田せせらぎ公園 
葛原新町公園 
春日どんぐり公園 
打上治水公園 

1・2・5 
7・10 
8・9・11 
8・9・11 
8・9・11 
8・9・11 
3・4・6 

国松公園 
市民体育館入口 
 
池田せせらぎ公園 
 
 
観音橋バス停付近 

 

 

社
会
貢
献
で
表
彰
さ
れ
る 

マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
が
結
成

さ
れ
た
平
成
16
年
か
ら
御

夫
婦
で
参
加
し
活
躍
し
て
い

る
伊
坪
さ
ん
（
70
歳
）
が
寝

屋
川
市
第
五
小
学
校
コ
ミ
セ

ン
で
の
活
動
を
認
め
ら
れ
昨

年
９
月
に
表
彰
さ
れ
た
。 

 

 

11 班 

小川秀和さん 
元気に活躍される 

伊坪さん 

 

覚えたネタの披露 

新しいネタの勉強中 

  
 

映 

像 

同
好
会 

映
像
同
好
会
は
、
全
国
支

部
の
中
で
も
唯
一
の
映
像
の

同
好
会
。
８
名
で
ス
タ
ー
ト

し
現
在
は
女
性
２
名
を
含
む

８
名
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
今
年
６
月
に
満

十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

こ
の
間
映
像
入
門
講
座
を

始
め
日
帰
り
・
宿
泊
で
撮
影

の
実
技
を
又
作
品
発
表
会
も

５
回
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

寝
屋
川
市
文
化
連
盟
の
団
体

の
一
つ
と
し
て
「
寝
屋
川
市
映

像
協
会
」
を
発
足
さ
せ
、
こ
の

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
レ
ベ
ル
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
月
１
回
例
会
を
行
い
作

品
鑑
賞
と
皆
さ
ん
か
ら
の
コ

メ
ン
ト
を
も
ら
い
よ
り
良
い

作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
月
発
行
の
同
好
会

ニ
ュ
ー
ス
も
34
号
を
発
行
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 
 

 

 
 

ゴ
ル
フ 

同
好
会 

ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、「
寝
屋

川
球
友
会
」
の
名
称
で
１５
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も

会
員
様
及
び
幹
事
・
諸
先
輩

の
お
陰
で
あ
り
ま
す
。
同
好

会
は
ゴ
ル
フ
の
大
好
き
な
人

達
の
集
ま
り
で
す
。 

現
状
の
登
録
会
員
は
34

名
で
す
が
、
コ
ン
ペ
の
募
集

は
５
組
で
案
内
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
開
催
回
数
も
昨
年 

 
 

 
 

 

 

      
 

同 好 会 紹 介 
か
ら
年
２
回
か
ら
年
３
回
に

変
更
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
場
所
は
会
員
に
要
望
も

あ
り
近
く
て
安
価
な
コ
ー
ス

を
選
ん
で
い
ま
す
。 

最
近
で
は
「
き
さ
い
ち
Ｃ

Ｃ
」
等
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 

 

同
好
会
に
は
毎
回
、
新
人

も
参
加
し
て
お
り
、
奥
様
も

併
せ
て
応
募
下
さ
い
。 

第 29 回参加の皆様 

第 5回作品展出展ﾒﾝﾊﾞｰ 



支部ホームページ http://www.shoai.ne.jp/neyagawa/ 

 

       

 

                   

 

      

                                  
 
 

 

    
 

 
 
 

 

  
 

 

                           

                                  

                                  

                                  

次
の
目
的
地
「
平
清
盛
歴

史
館
」
で
は
、
清
盛
の
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。 

当
日
の
メ
イ
ン
で
も
有

り
ま
す
「
ス
カ
イ
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
」
で
の
食
事
会
。
こ
の
「
ス

カ
イ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
」
は
地
上

110
ｍ
の
処
に
有
り
「
和
・

中
・
洋
」
の
バ
イ
キ
ン
グ
の

食
事
処
で
す
。
全
員
が
窓
際

の
「
絶
景
か
な
ぁ
～
」
場
所

で
食
事
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

食
事
後
は
四
番
目
の
目

的
地
「
平
清
盛
ド
ラ
マ
館
」

で
す
。
ド
ラ
マ
館
で
は
当
時

の
背
景
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
五

つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
て

展
示
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 
 

 

支
部
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
で

有
り
ま
す
第
４９
回
友
呂
岐
会

が
、
好
天
の
中
５
月
２４
日
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

今
回
は
「
平
清
盛
歴
史
巡

り
」
と
題
し
て
実
施
。
当
日
は

バ
ス
二
台
で
兵
庫
県
に
有
り

ま
す
平
清
盛
の
史
跡
・
イ
ベ
ン

ト
会
場
に
向
け
て
定
刻
出
発
。

最
初
の
目
的
地
清
盛
塚
に
到

着
し
ま
し
た
。
清
盛
塚
は
北
条

貞
時
が
清
盛
を
弔
う
為
に
建

立
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

次
の
目
的
地
、
能
福
寺
（
兵

庫
大
仏
寺
）
へ
は
徒
歩
で
移

動
。
能
福
寺
は
清
盛
が
剃
髪
し

出
家
し
た
寺
院
で
す
。
又
境
内

に
有
り
ま
し
た
「
兵
庫
大
仏
」

は
日
本
三
大
大
仏
の
一
つ
で

有
り
全
員
兵
庫
県
に
大
仏
様

が
有
る
事
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

を
も
た
ら
す
岡
」
と
の
こ
と
か

ら
「
福
岡
村
」
と
名
付
け
ら
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
正
俊

公
は
正
保
5
年

(1648)

2
月
2

日
病
没
し
た
。
長
男
の
正
世

は
、
亡
父
を
弔
い
「
殿
様
墓
」

を
建
立
し
た
。 

 
 

正
世
は
、
父
の
事
業
を
引
き

継
ぎ
村
民
と
共
に
順
調
に
進

ん
だ
。
貞
享
3
年

(1686)
長
尾
村

と
改
称
さ
れ
た
。
元
禄
2
年

(1689)
に
は
、
瑠
璃
光
寺
の
東
方

に
陣
屋
が
設
置
さ
れ
、
久
貝
家

知
行
支
配
の
中
枢
と
な
っ
た
。 

開
発
を
担
当
し
た
細
谷
善

兵
衛
は
、
福
岡
村
の
代
官
を
努

め
た
が
、
寛
文
6
年

(1666)
没
し

た
。
正
世
は
父
の
正
俊
を
弔
う

た
め
に
慶
安
2
年

(1649)
「
正
俊

寺
」
を
創
建
し
た
。
細
谷
善
兵

衛
の
墓
も
、
後
に
こ
こ
に
弔
わ

れ
て
い
る
。 

今
回
か
ら
史
跡
巡
り
裏
話

と
し
て
引
続
き
3
班
清
水
良

祐
さ
ん
に
連
載
頂
き
ま
す
。 

  

 

久
貝
正
俊
公
の
殿
様
墓 

 

大
坂
城
は
、
豊
臣
か
ら
徳
川

の
江
戸
時
代
と
な
り
、
徳
川
支

配
と
な
っ
た
。
江
戸
の
南
北
町

奉
行
の
よ
う
に
大
坂
で
は
東

西
町
奉
行
で
治
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
東
町
奉
行
は
、

旗
本
の
久
貝
因
幡
守
正
俊
が

任
命
さ
れ
、
初
代
東
町
奉
行
と

な
っ
た
。
退
役
後
河
州
交
野
郡

を
配
領
さ
れ
た
。
こ
の
地
は
、

荒
野
で
あ
る
が
河
内
と
山
城

の
国
境
で
、
交
通
の
要
所
で
あ

り
古
来
か
ら
戦
略
上
の
要
地

で
あ
っ
た
。 

こ
こ
に
陣
屋
を
立
て
る
と

決
心
し
た
久
貝
正
俊
は
村
お

こ
し
が
必
要
と
思
い
、
家
来
の

細
谷
善
兵
衛
に
命
じ
た
。
13

戸
の
八
田
広
の
村
民
や
、
近
隣

の
村
民
を
集
め
て
、
現
在
の
長

尾
周
辺
の
荒
野
山
林
を
開
拓

し
、
畑
や
新
田
を
造
っ
た
。
開

墾
地
は
良
い
土
壌
で
、
穀
物
の

増
収
が
あ
り
こ
の
丘
陵
は
「
福

気
圧
の
影
響
が
残
っ
た
が
、 

午
後
か
ら
時
雨
の
予
報
は
は

ず
れ
て
穏
や
か
な
好
天
で
の

史
跡
巡
り
と
な
っ
た
。
晴
れ

男
・
晴
れ
女
に
感
謝
で
す
。 

                                                            

化
さ
れ
憩
い
の
場
に
も
な
っ

て
い
た
。 

 
 

 

今
回
訪
れ
た
仏
閣
の
内
、
清

傳
寺
、
西
福
寺
、
法
音
寺 

の
三
寺
院
で
は
本
堂
に
上
げ

て
い
た
だ
い
た
上
、
ご
住
職
よ

り
由
緒
や
本
堂
内
の
特
徴
等

を
詳
し
く
ご
説
明
を
受
け
、
い

つ
も
と
少
し
趣
が
違
う
史
跡

め
ぐ
り
と
な
っ
た
。 

 
 
 

 

満
開
の
桜
の
下
で
の
散
策

や
昼
食
を
期
待
し
て
、
３
月
下

旬
か
ら
４
月
初
旬
へ
開
催
日

を
変
更
し
て
二
年
。
今
年
は
気

候
変
動
の
影
響
で
、
桜
風
景
よ

り
も
会
話
で
盛
り
上
が
っ
た

春
の
一
日
で
し
た
。 

前
々
日
の
台
風
並
み
爆
弾
低 

第
１
２
５
回
史
跡
巡
り
は 

４
月
５
日(

木)

京
阪
御
殿

山
駅
前
に
集
合
し
、
初
参
加
者

４
名
や
子
供
２
名
を
含
め
総

勢
47
名
の
多
数
の
参
加
者 

で
「
枚
方
市
内
パ
ー
ト
11
」 

へ
と
出
発
し
た
。
コ
ー
ス
は
約

４
km
で
駅
前
か
ら
旧
国
道
１

号
線
の
三
栗
交
差
点
に
で
た

後
、
(株)
コ
マ
ツ
大
阪
工
場
の

周
辺
部
を
西
側
か
ら
北
側
・
東

部
へ
と
時
計
回
り
に
移
動
し

た
。 

 

神
社
仏
閣
や
伝
承
地
、
墓
碑

や
古
墳
や
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
等
の

14

史
跡
を
巡
っ

た
。
特
に
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
は
昭
和
14
年
に
大
爆
発
し

た
旧
陸
軍
工
場
の
所
で
、
解
体

さ
れ
た
柱
・
梁
の
一
部
が
展
示

さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
深
か

っ
た
。
又
、
牧
野
車
塚
古
墳
は

大
正
時
代
に
指
定
さ
れ
た
国

の
史
跡
で
周
辺
一
帯
は
公
園

第
49
回
友
呂
岐
会 

寝屋川便り (3)  第 33号   発行日 2012年 7月 1日 

第
一
二
五
回
史
跡
巡
り 

史
跡
巡
り
裏
話 

寝屋川便り投稿原稿   氏名 鈴木欣也 

依頼内容：125 回史跡巡り    47 行 

最
終
目
的
地
は
武
庫
の
郷

「
甲
南
漬
資
料
館
」
見
学
と
試

食
で
す
。
皆
様
見
学
案
内
は

程
々
に
試
食
・
買
物
を
堪
能
。

皆
様
方
満
足
を
さ
れ
る
中
、
定

刻
に
無
事
帰
着
出
来
ま
し
た
。 

 
 

杉ｹ本神社境内 清傳寺 菊と桐の家紋 

殿様墓 現・堂山東町８ 

能福寺(兵庫大仏寺) 

地上 110m の絶景昼食 甲南漬資料館での買物 



支部ホームページ http://www.shoai.ne.jp/neyagawa/ 

 

 

健康と生き甲斐をもとめ元気に活動する

寝　屋　川　支　部　同　好　会 電話市外局番 ： 072

　 同好会 実施日時 場　所 指　導　者 活　　動　　内　　容 会費等 世話役

カラオケ
毎月１回

第２水曜日
13:15～17:00

西高齢者
福祉センター

会員同士
 メンバー相互の親睦を図ることを目的に
 得意な歌を唄いカラオケの上達を目指す

会費
当面なし

嶋田　孝美
830-2110

ＮＰＣ
同好会
パソコン

毎月１回
第1水曜日

9:30～12:00

清水ビル２階
寝屋川あいの会

パソコン教室
持ち回り

 パソコンを楽しむ
 　◎各種ソフトの活用と応用

年会費
6,000円

東　隼人
826-1975

ＮＰＣ
バーディ会

パソコン

毎月１回
第3火曜日

13:30～16:30
ふらっとねやがわ 会員

 お楽しみ・お遊びソフトから技術用ソフトと
 多種多様なソフトを使って楽しんでおります。

年会費
6,000円

榎本　文夫
824-1926

寝屋川
球友会
ゴルフ

年3回
（4・7.10月頃）

平日

優勝者・ＢＢ者
世話役で
決定する

 *第30回コンペ   7月23日（月）
きさいちＣＣ　（セルフ、昼食付・9,500円予定）
会費　3,000円（賞品、会食他）

入会金
2,000円

他各自負担

池田　眞也
820-6566

元気サークル
（太極拳）

毎週水曜日
10：00～11：45
――――――
毎週土曜日

10:00～11:45

保健福祉ｾﾝﾀｰ
5階多目的ホール

上岡　博

 * 楊式太極拳の練習
　　ゆっくりとした呼吸と動作で、健康の維持と
　　ストレスの解消を図る。
 * 野外練習と一泊での合宿研修もあり
 * 親睦会は新年会・忘年会etc
 * 新会員の入会を歓迎します

3ヶ月
5,000円

中西喜代志
823-7788

映　像
毎月１回

第2金曜日
13:30～15:30

市民会館
4階こども室

竹田　幸男

 1)　ビデオ撮影のテクニックとコツを学ぶ
 2)　撮影会の実施・編集作品の総合鑑賞
　　◎貴方の撮ったビデオの編集のお手伝い
　　◎ビデオ・写真で自分史を作りませんか

入会金
3,000円
年会費
3,000円

田淵　健二
831-4077

絵　画
毎月２回

第2・4水曜日
13:00～16:00

総合センター
4階講義室

野村　導治

 * 楽しみながら初歩から丁寧に教えます
　　◎水彩画・絵手紙・油絵
 * 画材は都度持ち帰り、時には自然の景色を
　 写生するなど、楽しくやっています。

入会金
2,000円

毎月
2,000円

北岡守
826-8729

マジック
毎月１回

第１水曜日
13:30～15:30

香里自治会館 曽崎　七郎

 * 家族・友人に手軽に披露
 *　ﾁﾗｼ・ﾛｰﾌﾟ・ﾊﾝｶﾁ・ﾄﾗﾝﾌﾟ・・・・・など
　　身近な材料で人気者！
 *　練習が全て、楽しく和やかな会です。

入会金
1,000円

毎月
1,000円

八木　俊孝
833-1861

２０１２年度　　寝屋川支部　　世話役

氏　　名 役　職　 電　話・FAX 窓　口 担　　当　・　行　　事

中西喜代志 支部長 823 - 7788 総括・松愛会役員会・

宮田　正伸 副支部長 828 - 2721 総括助成・年次支部総会Ⓡ・新春懇親会・支部名簿管理者・改革推進Ⓡ

山元　隆司 副支部長 826 - 4495 絵画 会計・友呂岐会Ⓡ新会員懇談会・レクリェーション・社会貢献・改革推進

鈴木　欣也 １班 地区委員 834 - 5255 映像 新春懇親会Ⓡ・史跡巡り・寝屋川便り

後藤　　　茂 ２班 地区委員 834 - 3035 会報ﾚﾎﾟｰﾀｰ・寝屋川便りⓇ・名札管理Ⓡ・史跡巡り

南場　孝次 ３班 地区委員 834 - 2609 マジック S.S会員名簿Ⓡ・新春懇親会・年次支部総会

北口　喜之 ４班 地区委員 832 - 6128 年次支部総会・新会員懇談会・社会貢献・改革推進・寝屋川便り

池田　眞也 ５班 地区委員 820 - 6566 ゴルフ レクリェーションⓇ・友呂岐会・新会員懇談会・寝屋川便り・S.S会員名簿

船越　久士 ６班 地区委員 825 - 1795 ＮＰＣ会 年次支部総会・新会員懇談会・改革推進

吉岡　孝夫 ７班 地区委員 824 - 1294 社会貢献Ⓡ・新春懇親会・年次支部総会・改革推進

上山　秀夫 ８班 地区委員 827 - 8062 史跡巡りⓇ・友呂岐会・レクリエーション・社会貢献

山元　隆司 ９班 地区委員 826 - 4495 絵画 副支部長地区委員兼務

西山　秀美 １０班 地区委員 824 - 6334 新会員懇談会Ⓡ・友呂岐会・レクリェーション・社会貢献

小川　秀和 １１班 地区委員 090-9705-0054 元気・カラオケ 新春懇親会・史跡巡り・社会貢献・改革推進

ホームページ委員  　責任者　 ：　 藤田常豊（ホームページ委員長）  828 - 7053

　　　　　　　　　　　　　　委　員   ：  吉岡孝夫(地区委員)　824 - 1294　榎本文夫（6班） 824 - 1926　柳生守義（10班） 825 - 3625　　

                                           小川　秀和(地区委員)　090-9705-0054

寝屋川便り (4)  第 33号   発行日 2012年 7月 1日 


